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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、B型ヒストンアセチルトランスフェラーゼ（HAT）であり、新しく合成された細胞質ヒストンの急速なアセチル化に関与しています。これらのヒストンは核内に輸送され、新生DNA鎖にde novo沈着します。ヒストンのアセチル化、特にヒストンH4のアセチル化は、複製依存性クロマチン構築において重要な役割を果たします。具体的には、このHATは可溶性ヒストンH4のリジン5および12をアセチル化しますが、ヌクレオソームヒストンH4のリジン5および12はアセチル化しません。また、ヒストンH2Aのリジン5は、アセチル化の程度は低いもののアセチル化しません。この遺伝子には、選択的スプライシングを受けた転写バリアントが同定されています。[RefSeq提供、2009年6月],触媒活性：アセチルCoA + ヒストン = CoA + アセチルヒストン。,機能：テロメアサイレンシングに関与する可能性がある。可溶性H4のLys-5とLys-12をアセチル化するが、ヌクレオソームH4はアセチル化せず、ヒストンH2AのLys-5をアセチル化する。HAT1は、認識配列GXGKXGのリジンを修飾する固有の基質特異性を有する。,オンライン情報：ヒストンアセチルトランスフェラーゼエントリー,類似性：HAT1ファミリーに属する。,細胞内局在：S期細胞では核内、細胞質内。,サブユニット：HAT1とp46/HAT2サブユニットのヘテロマー。,
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	K562細胞ライセートのHAT抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

